
  「界面活性剤」と聞くと石鹸や洗剤、シャ 

ンプーなど洗浄剤の主成分として使用され

ていることが第一に思い浮かびますが、そ

の一部には殺菌・抗菌性能をもつ種類が

あることをご存知でしょうか。今回は「殺菌

と界面活性剤」についての解説をします。 

 

 

 

　界面活性剤は１つの分子のなかに親水 

基と親油基（疎水基）を持つために、水に 

も油にも馴染み易い性質（両親媒性）を有

することが大きな特徴です。界面活性剤 

は親水基部分の電気的な性質から大きく 

４種類に分類することができます。イオン

性（陰イオン、陽イオン、両性）および非イ

オン性の４種類に分類されますが、これら

の界面活性剤すべてが高い殺菌性能を持

つわけではなく、特に陽イオン性（プラス電

荷を持つ）界面活性剤はいわゆる逆性石鹸

と称され、現在広い分野で殺菌剤として

使用されています。 

　界面活性剤の殺菌性に関して歴史をひ

も解いてみると、1935年にG. Domagk博

士が第４級アンモニウム塩（図１）に殺菌作 

用があることを発見してから、その周辺のさ

まざまな分子構造について殺菌性能が検

討されました。この中で、安全性や殺菌性

の両面から図２に示す塩化ベンザルコニウ

ムが殺菌消毒剤として最も適しており、広

い分野で使用されるようになりました。 

　陽イオン性以外の界面活性剤も特異的

に一部の細菌に対して殺菌・抗菌効果を 

示しますが（表１）殺菌スペクトルは広域な

ものでないために殺菌剤として積極的に 

使われるものは少ないようです。ただし、 

中にはごく一部の両性界面活性剤（塩酸 

アルキルポリアミノエチルグリシン）のよう 

に第４級アンモニウム塩でも殺菌できな 

い結核菌まで殺菌効果を示すような優れ

モノもあります。 

 

 

　界面活性剤の詳細な殺菌メカニズムは

現在も明らかになっていません。しかしな

がらその大きな要因には以下に記述する

ような界面活性剤と細胞膜の結合が大き

な要因であると考えられています。第一に

細胞膜はリン脂質を中心に構成される二

重層になっており、ここに界面活性剤が

吸着することによって流動性が大きくなり

結果的に破壊（バースト）を引き起こすと 

考えられています（図３）。第二に上述のよ 

うな物理的な破壊まで至らないにしても細

胞膜の機能、特に細胞膜に存在する酵素

機能を不活性化して、結果的に細胞死へ

至しめるとも考えられています。その他、

界面活性剤の持つ一般的な作用としてタ

ンパク質の変性作用などがあり2）、これら

の相乗的な作用によって強力な殺菌効果

を示すのでしょう。陽イオン性界面活性剤

は他の界面活性剤に比較してこれらの作

用が特に強いために殺菌性能が優れると

思われます。さらにプラス電荷を持つ陽イ 

オン性界面活性剤は、マイナスの電荷を持

つ細菌表面への吸着速度が速いために、

迅速な殺菌効果の発現が見られるという 

優れた特徴も持っています。 

 

 

 

 

　陽イオン性界面活性剤（第４級アンモニ 

ウム塩）からなる殺菌剤は、前述のように電

気的にプラスである特徴を生かすことでそ

の性能を引き出しています。当然ながらマイ

ナス電荷を有する陰イオン性界面活性剤 

（石鹸、洗剤、シャンプー、中性洗剤など洗

浄剤のほとんど）を混用すると、この電気的

性質は打ち消され殺菌性能は無くなってし

まいます。洗浄と殺菌を簡略化したいがた

めに、このような間違った工程で殺菌洗浄

作業を行うとその性能が発揮されないの

で注意が必要です。 

　現在、殺菌と洗浄が一度にできる薬剤

が各メーカーより発売されていますが、これ

らは殺菌成分の第４級アンモニウム塩に洗

浄成分として非イオン性界面活性剤が配合

される処方が用いられているので、誤使用す

ることなく安心して使用することができます。 

　加えて殺菌対象微生物についても注意

を要します。第４級アンモニウム塩は一般

的な細菌（大腸菌や黄色ブドウ球菌（ＭＲＳ

Ａ含む）など）についてほとんど問題なく殺

菌効果を発揮できますが、結核菌等の抗

酸菌（マイコバクテリウム）やウイルスのほ

とんど、細菌胞子（芽胞）や真菌胞子には

殺菌効果を示しません。主に殺菌対象に

する微生物種が何か、そして行う殺菌工

程はどのくらいの殺菌レベルまで必要なの

かを十分把握した上で使用しなければな

りません3）。 

 

 

 

　身近にある家庭用の洗剤で問題になっ

ている微生物が殺菌できるといういくつか

の報告が目に付く機会が多くなっています。

その一つにＳＡＲＳコロナウイルスは、家庭

用の中性洗剤（食器用洗剤）で殺菌消毒で

きる報告がされたのも記憶に新しいところ

です 3）4）（花王ハイジーン ソルーション

No.6、P16 -17参照）。このように界面活 

性剤の新たな殺菌効用が見つかることで、

さらなる使用用途の展開が期待されます。 
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サイエンスプラザ 

図１ 陽イオン性界面活性剤と第4級アンモニウム塩 

図3 陽イオン性界面活性剤の細胞膜への吸着と細胞膜の破壊 

表1  殺菌・抗菌性を示す界面活性剤 

界面活性剤 

●陰イオン性界面活性剤 
　ドデシル硫酸ナトリウム（SDS） 

それほど強い殺菌性能は持たないが、 
高濃度条件でグラム陰性菌に有効 

グラム陽性、陰性菌に広く有効、 
ウイルス、結核菌、細菌胞子（芽胞）に無効 

グラム陽性、陰性菌に加えて結核菌にも有効 
●両性界面活性剤 
　塩化アルキルポリアミノエチルグリシン 

●陽イオン性界面活性剤 
　塩化ベンザルコニウム 
　塩化ベンゼトニウム 
　ジデシルジメチルアンモニウム塩など 

特　　徴 

R:アルキル基（親油基） 
X- : 対イオン 

親油（疎水）基 

親水基 

R2

N R3 X-R1

R4

図2  塩化ベンザルコニウム 

R

N CH3CH2 C1-

CH3

R:C8H17～C18H37、主に: C12H25とC14H29

陽イオン性界面活性剤 
（逆性石鹸） 

細胞膜の流動性増加 

細胞膜への吸着･取り込み 1 細胞膜の物性変化 2 細胞膜の破裂 3
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